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東京医科歯科大学病院に入院された劇症型心筋炎の患者様へ 

 

当院では、2012 年 4 月 1 日〜2017 年 3 月 31 日に当院に入院された劇症型心筋炎の患者

様を対象として、劇症型心筋炎の特徴や、適切な治療法等を明らかにするために研究を行っ

ております。本研究の対象者に該当する可能性がある方で、診療情報等を下記の研究に利用

されることをご希望されない場合は、末尾に記載しました研究担当者までお知らせください。

情報の登録が終了し、解析を開始した後に協力取り消しを申し出られた場合は、本研究への

協力を取り消すことができなくなります。なお、本研究への協力を拒否されても、今後の治

療を受ける上で不利益が生じることはありません。 

 

【研究名】JROAD-DPCを使用した、劇症型心筋炎の疾患登録とその解析 

承認番号：M2020-019 

 研究期間：東京医科歯科大学倫理審査委員会承認後～2024年 3月 31日まで 

研究責任者：東京医科歯科大学病院 循環器内科 准教授 米津 太志 

主たる研究機関：奈良県立医科大学循環器内科学講座 研究代表者 尾上健児 

共同研究機関：国立循環器病研究センター 循環器病統合情報センター 宮本恵宏 

【本研究の目的と意義】 

心筋炎は、心臓の筋肉(心筋)に炎症が及ぶ病気です。自然と改善する場合もありますが、

一定数の患者が心臓のポンプとしての働きが低下したり、命に関わるような不整脈を発症し

たりする場合があります。心筋炎が重症化した場合、劇症型心筋炎と呼び、血圧を上げる薬

(昇圧剤)を使用したり、血圧を保つために、補助循環装置を必要とすることがあります。 

劇症型心筋炎は、致死率の高い疾患ですが、近年、補助循環装置の装着などにより、救命

できる例も増えてきました。しかし、劇症型心筋炎は発症率が低いため、現状では、近年の

治療の実情を反映した、有効な治療法等を確立するための基礎資料とすべき十分な全国規模

の調査はありません。 

そこで、奈良県立医科大学を取りまとめ施設として、日本全国の施設から過去の診療情報

を収集し、劇症型心筋炎の患者背景、検査データ(血液検査や心臓超音波検査など)、入院中

や退院後の治療などについて調査し、治療の現状や、生存・死亡に何が影響するのかについ

て明らかにすることを目的として、本研究を実施します。 

 

【研究対象者・該当期間】 

2012 年 4 月 1 日〜2017 年 3 月 31 日に東京医科歯科大学病院循環器内科を含む循環器疾

患診療実態調査(JROAD)・DPC調査(JROAD-DPC) (注 1)に参加している施設において入院・治療

を受けた、劇症型心筋炎の患者を対象としています。 
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【研究の方法】 

診療情報、DPC情報より、患者情報(例：年齢、性別、入院中や入院後の検査・治療内容、

死亡の有無)の抽出および、心筋生検を行われている症例については、作成したプレパラー

トの収集を行い、解析します。研究に伴う追加の検査等は行いません。 

 

【資料/情報の管理方法】 

本研究では、JROAD-DPC のデータから抽出したデータを取りまとめる施設である奈良県立

医科大学循環器内科に設置したデータベースに、匿名化(注 2)された情報を登録します。本学

では試料・情報・記録等は主施設に提供後に対応表を用いて保管を行います(保管場所: 循

環器内科医局、責任者:臼井英祐)。保管期間は本研究終了後 5年間もしくは研究結果報告後

3年間のいずれか遅い時点まで(論文等に用いる場合は 10年間)、廃棄する場合は匿名化し、

データは復元不可能な状態に処理して廃棄します。 

 

【個人情報の取扱いについて】 

情報は、お名前、住所、電話番号など、個人を特定できる情報は削除し、匿名化した状態

で登録、保管、解析されます。登録された情報は奈良県立医科大学循環器内科にて厳重な管

理のもと保管されます。本研究の研究成果は学会等で発表を予定していますが、個人が特定

される形で情報が公開されることはありません。 

 

【本研究の実施の承認について】 

今回の研究の実施にあたっては、東京医科歯科大学医学部倫理審査委員会の倫理審査を経

て、研究機関の長より許可を受けています。 

 

【本研究の利益相反】 

本研究は主機関では科研費を用いて行われますが、本学では大学の運営費を用いて行いま

す。研究に関連して開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。本研究の実施にあ

たっては、本学利益相反マネージメント委員会及び医学部臨床研究利益相反委員会において

審議され、承認されています。 

※利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供して

もらうことによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではな

いか・研究結果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じか

ねない状態のことを指します。 

(注 1) 循環器疾患診療実態調査(JROAD)とは、日本全国の循環器科または心臓外科を標榜す
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る施設に入院された患者様を対象として、循環器疾患の診療実態(各循環器疾患の患者数な

ど)について調べるものです。DPC 調査(JROAD-DPC)とは、JROAD 参加施設のうち、診断群分

類(DPC)を用いた支払い制度を採用している病院において、支払い情報に記録された患者情

報(年齢・性別など)を収集した調査を指します。(https://jroadinfo.ncvc.go.jp) 

(注 2) 匿名化とは、誰のデータであるかわからないように研究番号を付して処理した状態

を指します。 

 

【研究担当者】  

研究連絡先：循環器内科 特任助教 臼井英祐 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1-5-45 

電話：03-5803-5231 （対応可能時間帯：平日 9:00～17:00） E-mail: ikyoku.cvm@tmd.ac.jp  

苦情窓口: 

東京医科歯科大学医学部総務掛 

  03-5803-5096（対応可能時間帯：平日 9:00～17:00） 


